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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　網状で、内視鏡を洗浄する洗浄槽内の廃液及び薬液を排水又は回収するための排水循環
口を覆うように設けられる排水目皿と、
格子又は網で形成され、略椀状で該排水目皿を囲むように該洗浄槽方向に突出し、該内視
鏡の先端部が当接することにより該先端部を該排水循環口から離間させるための内視鏡規
制部材とを備え、
該内視鏡規制部材の高さが少なくとも２０ｍｍあり、
該洗浄槽内の廃液及び薬液を該排水循環口から強制排水又は強制回収したとき、該内視鏡
の先端部から出た気泡が該廃液又は該薬液の水面方向に上昇し気中に放出されて該排水循
環口に吸引されない距離を、該内視鏡の先端部と該排水循環口との間に有することを特徴
とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　前記排水目皿が、前記網を跨ぐように設けられた取手を備え、
前記内視鏡規制部材が、裏面に該排水目皿の取手に係止する係止部を備えることを特徴と
する請求項１記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　前記内視鏡規制部材が、前記内視鏡より柔らかい樹脂製であることを特徴とする請求項
１又は請求項２記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】



(2) JP 5001552 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置の洗浄槽内の廃液及び薬液を回収するための排水循環口に設
けられる内視鏡洗浄装置の内視鏡規制部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、使用された内視鏡を洗浄する装置として内視鏡洗浄装置が用いられている。
この内視鏡洗浄装置は、内視鏡を載置した洗浄槽内に水や薬液を流し込んで内視鏡を洗浄
するものである。本件出願人は、洗浄に掛かる時間を短縮するため特許文献１に示す発明
を提案した。特許文献１に示す発明は、内視鏡の洗浄・消毒工程において、洗浄槽内に蓄
積された水又は薬液を洗浄槽の排水循環口からポンプ及び切換バルブを介して直接洗浄槽
より強制廃液又は強制回収するものである。
【特許文献１】特開２０００－１９７６０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、偶発的に内視鏡の先端部が洗浄槽の排水循環口の近傍に位置した状態で
廃液又は薬液を強制廃液又は強制回収すると、内視鏡の先端から放出された気泡も排水循
環口に吸い込まれ、ポンプの吸引性能を低下させる可能性があった。
【０００４】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の先端部から放出される気
泡が排水循環口に吸引されることを防止し、廃液及び薬液を排水循環口から効率的に強制
排水又は強制回収するために内視鏡洗浄装置の内視鏡規制部材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の内視鏡洗浄装置は、網状で、内視鏡を洗浄する洗浄槽内の廃液及び薬液
を排水又は回収するための排水循環口を覆うように設けられる排水目皿と、格子又は網で
形成され、略椀状で排水目皿を囲むように洗浄槽方向に突出し、内視鏡の先端部が当接す
ることにより先端部を排水循環口から離間させるための内視鏡規制部材とを備え、内視鏡
規制部材の高さが少なくとも２０ｍｍあり、洗浄槽内の廃液及び薬液を排水循環口から強
制排水又は強制回収したとき、内視鏡の先端部から出た気泡が廃液又は薬液の水面方向に
上昇し気中に放出されて排水循環口に吸引されない距離を、内視鏡の先端部と排水循環口
との間に有することを特徴とする。
【０００６】
　請求項２記載の内視鏡洗浄装置は、排水目皿が、網を跨ぐように設けられた取手を備え
、内視鏡規制部材が、裏面に排水目皿の取手に係止する係止部を備えることを特徴とする
。
【０００７】
　請求項３記載の内視鏡洗浄装置は、内視鏡規制部材が、内視鏡より柔らかい樹脂製であ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１の発明によれば、内視鏡規制部材が逆椀状で洗浄槽方向に突出し、内視鏡の先
端部が内視鏡規制部材に当接することにより、先端部を排水循環口から所定距離離隔させ
、内視鏡の先端部から放出される気泡が排水循環口に吸引されることを防止し、廃液及び
薬液を排水循環口から効率的に強制排水又は強制回収することができる。
【００１１】
　請求項２の発明によれば、排水目皿が、網を跨ぐように設けられた取手を備え、内視鏡
規制部材が、裏面に排水目皿の取手に係止する係止部を備えることで、内視鏡規制部材の
排水循環口からの脱離を防止し、内視鏡の先端部を確実に排水循環口から所定距離離隔可
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能で、廃液及び薬液を排水循環口から効率的に強制排水又は強制回収することができる。
【００１２】
　請求項３の発明によれば、内視鏡規制部材が、内視鏡より柔らかい樹脂製であることか
ら、内視鏡の損傷を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の形態について図面を参照しながら具体的に説明する。本発明の形態にお
ける内視鏡洗浄装置の内視鏡規制部材は、内視鏡洗浄装置の洗浄槽内の廃液及び薬液を排
水又は回収するための排水循環口に設けられるものである。
【００１５】
　図１は、本発明に係る内視鏡洗浄装置の一例を示す外観図である。図２は、本発明に係
る内視鏡洗浄装置の内視鏡規制部材の一例を示す斜視図である。図３は、同内視鏡規制部
材の使用状態を示す説明図である。図４は、同内視鏡規制部材の装着方法を示す説明図で
ある。図５は、同内視鏡規制部材の機能を示す説明図である。
【００１６】
　図において、内視鏡洗浄装置１は、内視鏡洗浄装置本体５の上面に、内視鏡３を収める
洗浄槽６を備える。この洗浄槽６は、内視鏡３を収めた状態で洗浄水や薬液Ｗを満たし、
それら液体の流れにより内視鏡３を洗浄するための槽である。洗浄槽６の底部には、廃液
や薬液Ｗを排水したり循環させるための排水循環口７が設けられている。尚、内視鏡洗浄
装置１の操作は、内視鏡洗浄装置本体５上面正面に設けられた操作パネル８で行う。
【００１７】
　洗浄槽６の排水循環口７には、図３及び図４に示すように、円筒状で上面に網２２を備
える排水目皿２０が挿嵌されている。この排水目皿２０の上面には、網２２を跨ぐように
逆Ｕ字形の取手２１が設けられている。排水循環口７の下方からはパイプ２５が伸び、図
示しないポンプに連通されている。
【００１８】
　また、図３に示すように、排水循環口７の排水目皿２０の上部には、内視鏡規制部材１
０が装着されている。この内視鏡規制部材１０は、略逆椀状で、廃液や薬液Ｗが排水循環
口７に流入可能な格子状で、排水循環口７を覆うように洗浄槽６内に突出して設けられて
いる。格子の間隔は、内視鏡３の先端部３ａが嵌り込まない間隔で、例えば約６ｍｍ～約
９ｍｍである。内視鏡規制部材１０の高さは、例えば約２０ｍｍである。また、内視鏡規
制部材１０は、内視鏡３の先端部３ａが当接しても内視鏡３が傷つかない硬度を有する例
えば樹脂で形成されている。
【００１９】
　また、内視鏡規制部材１０は、図２及び図３に示すように、内側にリブ状に突出する係
止部１１及びガイド１２，１３とを備えている。係止部１１は、内側中央から突出する板
状の突起で、中央に溝１１ａが設けられている。また、ガイド１２，１３は、係止部１１
を挟むように内視鏡規制部材１０の内側から突出する棒状の突起で、係止部１１に対向す
る面にＵ字状の溝１２ａ，１３ａが設けられている。そして、係止部１１の溝１１ａが、
排水目皿２０の取手２１の水平部分に嵌合すると共に、ガイド１２，１３の溝１２ａ，１
３ａがそれぞれ取手２１の鉛直部分に当接することで、内視鏡規制部材１０が排水循環口
７に設けられた排水目皿２０に装着される。尚、内視鏡規制部材１０の上部両脇には格子
を凹状にした凹部１４が設けられており、この凹部１４を指で摘んで扱うことにより、排
水循環口７への内視鏡規制部材１０の着脱が容易となる。
【００２０】
　次に、内視鏡規制部材１０の機能を説明する。まず、内視鏡規制部材１０が排水循環口
７に設けられていな場合を図５（ａ）により説明する。図５（ａ）では、薬液Ｗが洗浄槽
６に満たされた状態で洗浄槽６内の内視鏡３の洗浄が行われる。そして、洗浄が終了した
後、ポンプが動作し洗浄槽６内の薬液Ｗが、図中の矢印に示すように、排水循環口７から
排水目皿２０を介してパイプ２５を通して強制回収される。この時、内視鏡３の先端部３
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ａが偶発的に排水循環口７の近傍に位置し、先端部３ａから内視鏡３内部の空気が排出さ
れた場合には、その気泡Ｂが薬液Ｗと共にポンプ方向に吸い込まれる場合がある。
【００２１】
　次に、内視鏡規制部材１０が排水循環口７に設けられている場合を図５（ｂ）により説
明する。図５（ｂ）では、薬液Ｗが洗浄槽６に満たされた状態で洗浄槽６内の内視鏡３の
洗浄が行われる。そして、洗浄が終了した後、ポンプが動作し洗浄槽６内の薬液Ｗが、図
中の矢印に示すように、排水循環口７から排水目皿２０を介してパイプ２５を通して強制
回収される。この時、内視鏡３の先端部３ａが偶発的に排水循環口７の近くに位置したと
しても、先端部３ａは内視鏡規制部材１０に当接し所定距離以上に排水循環口７に接近す
ることはない。この状態で、先端部３ａから内視鏡３内部の空気が排出された場合、その
気泡Ｂは、薬液Ｗと共にポンプ方向に吸い込まれることなく、浮力がポンプの吸引力に勝
って薬液Ｗの水面方向に上昇し気中に放出される。尚、内視鏡規制部材１０の高さ、すな
わち内視鏡３の先端部３ａと排水循環口７との距離は、洗浄槽６内の廃液及び薬液Ｗを排
水循環口７から強制排水又は強制回収したとき、内視鏡３の先端部から出た気泡Ｂが排水
循環口７に吸引されない距離である。
【００２２】
　以上のように本実施例の内視鏡洗浄装置１の内視鏡規制部材１０は、内視鏡３の先端部
３ａが当接することにより、先端部３ａを排水循環口７から所定距離離隔させ、先端部３
ａから放出される気泡Ｂが排水循環口７に吸引されることを防止し、廃液及び薬液Ｗを排
水循環口７から効率的に強制排水又は強制回収することができる。尚、本実施例及び図面
に示す内視鏡規制部材１０の形状は一例にすぎず、格子状に限らず網状等、廃液及び薬液
Ｗを流通させると共に、内視鏡３の先端部３ａを排水循環口７から所定距離離隔させるこ
とができる形状であればよい。
【００２３】
　また、内視鏡規制部材１０が逆椀状で洗浄槽６方向に突出することから、内視鏡３の先
端部３ａを確実に排水循環口７から所定距離離隔可能で、廃液及び薬液Ｗを排水循環口７
から効率的に強制排水又は強制回収することができる。
【００２４】
　さらに、内視鏡規制部材１０が排水循環口７に係止する係止部１１を備えることで、内
視鏡規制部材１０の排水循環口７からの脱離を防止し、内視鏡３の先端部３ａを確実に排
水循環口７から所定距離離隔可能で、廃液及び薬液Ｗを排水循環口７から効率的に強制排
水又は強制回収することができる。尚、本実施例及び図面に示す係止部１１の形状は一例
にすぎず、内視鏡規制部材１０を確実に排水循環口７に装着できる形状であればよい。
【００２５】
　さらに、内視鏡規制部材１０が内視鏡３より柔らかい樹脂製であることから、内視鏡３
の損傷を防止することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　以上のように、本発明の内視鏡規制部材１０は、内視鏡の先端部から放出される気泡が
排水循環口に吸引されることを防止することから、廃液及び薬液を強制排水又は強制回収
する内視鏡洗浄装置に適している。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る内視鏡洗浄装置の一例を示す外観図である。
【図２】本発明に係る内視鏡洗浄装置の内視鏡規制部材の一例を示す斜視図である。
【図３】同内視鏡規制部材の使用状態を示す説明図である。
【図４】同内視鏡規制部材の装着方法を示す説明図である。
【図５】同内視鏡規制部材の機能を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２８】
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１・・・・・・・内視鏡洗浄装置
３・・・・・・・内視鏡
５・・・・・・・内視鏡洗浄装置本体
６・・・・・・・洗浄槽
７・・・・・・・排水循環口
８・・・・・・・操作パネル
１０・・・・・・内視鏡規制部材
１１・・・・・・係止部
１２，１３・・・ガイド
１４・・・・・・凹部
２０・・・・・・排水目皿
２１・・・・・・取手
２２・・・・・・網
２５・・・・・・パイプ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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于排出或收集内窥镜清洗设备的洗涤桶中的废液和化学品。通过将内窥
镜的远端抵靠在内窥镜调节构件上，远端与排出循环口分开预定长度。 
Ž
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